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序 

 

本書は、市内遺跡発掘調査等として国の補助を受けて2010（平成22）年度に実施した「首里旧金城

村跡」の緊急発掘調査の成果報告です。 

「首里旧金城村跡」は、首里城が所在する台地の南斜面に位置し、18世紀初頭に描かれた『首里古

地図』の「金城村」と「内金城村」を遺跡の範囲としています。 

今回の調査区である「内金城村」には、国指定天然記念物の「首里金城の大アカギ」や那覇市指定

有形民俗文化財の「内金城御嶽」が所在します。内金城御嶽は大嶽と小嶽の二つに分かれ、それぞれ

に神名が伝わっており、沖縄の年中行事のひとつで、旧暦12月８日に行われる鬼餅節（ムーチー）の

由来がある御嶽でもあります。また、調査区周辺は、「高あむしられ」の記載が見て取れ、戦前の民

俗地図では「畑」として表されています。 

今回の調査成果としては、ピット、溝状遺構、耕作痕、礫集中遺構などの遺構が確認されています。

確認された遺構で注目されたのは、生産遺跡に伴う耕具痕と考えられるもので、ピットや溝状遺構、

礫集中遺構は、それに付随する可能性が示唆されます。 

出土遺物としては、中国産陶磁器、本土産陶磁器、沖縄産陶器、円盤状製品、玉類、簪・銭貨など、

多種多様な遺物が出土しています。 

今後、周辺の調査成果を整理し、詳細な考察を進めることで、琉球王国時代における沖縄近世期の

村跡の一端が明らかになるものと期待しています。 

本報告書が、市民の皆様はもとより多くの方々に活用され、文化財保護行政の一助となれば幸いで

す。 

末尾になりましたが、発掘調査作業ならびに、本報告書を作成するにあたってご協力いただきまし

た関係各位に深く感謝申し上げます。 

 

                       2019（平成 31）年３月 

那覇市長  城間 幹子 

 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

例 言 

 

１．本報告書は、国（文化庁）の補助を受けて、那覇市が 2010（平成 22）年度に実施した「首里

旧金城村跡緊急発掘調査」の成果を収録したものである。 

 

２．発掘調査は、個人住宅建築に伴うもので、地権者及び建築施工業者に多大な協力を得た。 

 

３．発掘調査及び資料整理・報告書作成では、下記の方々に協力・指導を得た。記して感謝申し

上げる。 

・首里金城町自治会 

・松竹重機 

・城間千栄子（元那覇市非常勤職員） 

・泉谷塁（元那覇市非常勤職員） 

   

４．図版１の空中写真（2009 年撮影）、第１図の那覇市全図（Ｓ＝１：50,000 平成 19年 12 月

1 日発行）、第２図の那覇市全図（Ｓ＝１：25,000 平成 21 年 11 月 1 日発行）、第３図の

１万分の１地形図 那覇（Ｓ＝１：10,000 平成 17 年４月１日発行）は、国土地理院発行

のものを複製して使用した。 

 

５．第１図に使用した広域図は、『ブリタニカ国際地図』 株式会社 ティビーエス・ブリタニ

カ 1991 年７月１日（第 2版改訂発行）の 91ページの部分をトレースして使用した。 

 

６．第４図は、「都市計画図 １：2,500 平成７年 12月修正 那覇市作成」を複写、加筆して

使用した。 

 

７．第５図は、「那覇市現況・地籍併合図 縮尺１：500 昭和 63年 12 月 那覇市税務部資産税

課」を複写、加筆して使用した。 

 

８．第６図は、「旧首里の歴史・民俗地図」 那覇市史編集室 1978 年 12 月 縮尺１：8,500 の

一部（那覇市歴史博物館所蔵）を拡大、複写、加筆して使用した。 

 

９．第７図は、「戦前の金城町民俗地図（昭和４～10年頃）」縮尺１/1800 1976.10.17 作成（那

覇市歴史博物館所蔵）の部分を複写して使用した。 

 

10．第８・９図は、沖縄県立図書館所蔵の「首里古地図」を部分的に複写して使用した。 

 

 



 

 

11．第 10図は、『琉球国絵図史料集 第三集 －天保国絵図・首里古地図及び関連史料－』 沖

縄県教育委員会 平成六年三月 P125 「20 内金城村」を複製・トレースして使用した。 

 

12．本報告書の図及び表に記した座標値は、世界測地系（第ⅩⅤ系）を基本とした。なお、第４

・５図には、日本測地系（第ⅩⅤ系）を併記した。 

 

13．本報告書の編集・執筆は、請盛智秋・真栄城和美・山下真利子・加納立巳・樋口麻子・島弘

の協力を得て、仲宗根が行った。 

 

14．挿図番号と写真図版の番号は一致するように配置してある。 

 

15．出土遺物は那覇市 市民文化部 文化財課で保管している。 
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第 表 一覧第４表　遺物出土一覧

一括 （0/20） （20/40） （30/40） （40/60）
地山直上
最下部

カベ カベ 一括
�����
１

�����
３

�����
４

�����
５

青　花 1 4 3 � 24 �� �4 1 1� 6 � 22�

白　磁 1 1 1 1 1 �

青　磁 1 6 3 � 2� 2 1 2 1 �2

褐　釉 2 1 1 43 31 � 1 1 1 1 ��

無釉陶器 2 2 4

その他 1 3 1 �

磁 器 3 13 4 10 �� 63 12 4 2 1 16�

染付 2 1 2 1 1 �

陶器 1 6 3 1 2 13

白磁 1 � �

施釉陶器 � 4 �� � �6 1�0 1�� 30 6 � � 1 �4�

無釉陶器 � � 46 6 1� 1�3 112 2� � 3 2 1 1 2 434

陶質土器 2 2 13 1 � �2 4� � 1 2 3 16�

瓦質土器 1 2 1 1 �

12 2 � 3 1� 41� 111 � 4 � � 1 604

1 1

1 1 6 � 4 21

3 1 10 1 1�

1 � 1 �

2 10 1 1� 6 3�

1 1

簪 2 2

銭貨 1 1 2

鉄製品 1 2 1 2 6

鉄 2 1 3 � 1� 1 1 3�

1 1 6 2 1 11

1 11 1 13

44 4� 14� 34 1�3 11�4 6�1 1 121 23 41 32 3 3 1 4 3 24��

中
国
産

合 計

第①層

獣　骨

貝

土　塊
焼　土

土製品

玉類

塼

円盤状製品

沖
縄
産

瓦

金
属
製
品

本
土
産

土　器

合計
表
採

試掘調査Ｋ-10
ドット
遺物

ピット
出土遺物

礫集中
遺構

グリッド

種類
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第 表 観察一覧 

首里旧金城村跡（山城氏宅）

第５表　中国産青花観察一覧 法量単位：㎝（残存値）

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口　径
器　高
底　径

色調 文様・特徴など 出土地点

第14図   １
図版10の１

青花 碗 口縁部
1��4
(4��)
－

灰白色
(10Y 　8/1)

口縁部資料。口唇部で強めの外反。
外面、口唇部直下と腰部に圏線を１条ず
つ廻らせ、その間に草文を配す。
内面も口縁と腰部に圏線を1条ずつ廻ら
す。

L-11グリッド
第①層

第14図   ２
図版10の２

青花 小碗 口縁部
��2
(��8)
－

灰白色
(10Y 　8/1)

口縁部資料。口縁部やや外反する。
外面、口縁直下に圏線を２条、胴部には
丸い花文を配し、空白に蔓様な文様で
埋める。
内面、口縁直下に太めの圏線を１条、腰
部に細い圏線を2条廻らす。
呉須の発色は濃い。

K-10グリッド
礫集中遺構（西）

第14図   ３
図版10の３

青花 小碗 底部
－

(��2)
4�0

灰白色
(10Y 　8/1)

底部資料。
総釉だが、畳付けは露胎。
外面、細線による蓮華唐草を描く。
高台には圏線を２条廻らす。
内面は文様なし。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第14図   ４
図版10の４

青花 皿 底部
－

(2��)
8�4

灰白色
(10Y 　8/1)

底部資料。
総釉だが、畳付けは露胎。
残存の外面、外底面は文様なし。
内底に堺線２条、その内側に草花文を配
す。全体構図不明。呉須の発色は濃い。

L-10グリッド
第①層（0/20）

1/1 2019/2/5
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第 表 観察一覧

首里旧金城村跡（山城氏宅）

第６表　本土産磁器・染付・白磁観察一覧

挿図番号
図版番号

器種 部位
口　径
器　高
底　径

素地 文様・特徴など 出土地点

第15図   １
図版１１の１

磁器
小碗

口～底
8�2
��8
���

灰白色
(�8/)

クロム青磁の全形が窺える資料。
外面は鮮やかな緑色で、飛び鉋文が４段施される。
内面は白色。高台は「ハ」の字状に広がる形状。
高台内、畳付けは露胎。

K-10グリッド
礫集中遺構(西）

第15図   ２
図版11の２

磁器
小碗

口～底
8�0
��0
��0

灰白色
(5Y8/1)

小碗で、全形が窺える資料。
総釉だが、畳付けは露胎となる。
外面に、コバルトで、篆字文を2種描く。
内底にも文様が見られる。
口唇部は錆釉を施す。

K-10グリッド
ドット⑤

第15図   ３
図版11の３

磁器
小碗

口～底
��0
��5
��0

灰白色
(�8/)

小碗で、全形の復元可能な資料。
総釉だが、畳付けは露胎。口唇は丸味を持ち、口縁形
直口となる。高台際は、強く屈曲する。
外面に、桜の花、蕾、葉の文様。花、蕾は桃色、葉は緑
色で施す。間をおいて、緑色で「朝日に匂う…」と旧かな
使いで施される。
高台に圏線が２条廻る。内面は無文。

K-10グリッド
礫集中遺構（東）

第15図   ４
図版11の４

磁器
小碗

口縁部
��0
(���)
－

灰白色
(�8/)

小碗の口縁資料。残存部、総釉。
口唇やや尖り、口縁形は直口となる。
外面に、コバルトで「朝日に匂う山桜かな」と旧かな使い
で施される。
内面は無文。

K-10グリッド
礫集中遺構(西）

第15図   ５
図版11の５

磁器
碗

底部
－

(���)
���

灰白色
(�8/)

碗の底部資料。総釉だが、畳付けは露胎。
外面にコバルトで、草花文が施される。腰部と高台に1本
ずつ圏線が廻る。
内底面もコバルトによる、圏線1条とその中に線を縦横に
描いた文様が見られる。
外面、内底どちらも構図は不明。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第15図   ６
図版11の６

染付
碗

底部
－

(���)
5��

灰白色
(10Y 　8/1)

碗の底部資料。
総釉だが、畳付けは露胎。
外面、高台に2条、腰部に1条の圏線を廻らす。腰部圏
線より上方に草文？が見られるが、空白部分が大きく構
図などは不明。内面は文様なし。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第15図   ７
図版11の７

磁器
碗

口縁部
1���
(��0)
－

灰白色
(5Y8/1)

碗の口縁資料。残存部総釉。
口唇は舌状で大きく外反する。
内外面ともに、コバルトによる型紙刷りの文様を施す。
外面は、唐草と五弁の花が配される。
内面も、同様な唐草と五弁花が帯状に口縁部の外反部
分に施される。文様帯下に圏線が１条廻る。

K-10グリッド
礫集中遺構

第15図   ８
図版11の８

磁器
碗

口縁部
12��
(���)
－

灰白色
(5Y8/1)

碗の口縁資料。残存部総釉。
口唇は舌状で外反する。
内外面ともに、コバルトによる文様が施される。
外面大きめの４弁の花と円形の唐草を配す。
内面は、５弁の花文と唐草を口縁部に帯状に施文。
文様帯下に１条、腰部に２条の圏線を廻らす。

K-10グリッド
礫集中遺構

第15図   ９
図版11の９

磁器
碗

底部
－

(1��)
���

灰白色
(5Y8/1)

碗の底部資料。総釉だが、畳付けは露胎となる。
内外面ともに、コバルトによる型紙刷りの文様を施す。
外面は胴部欠損のため文様構成は不明。腰部に三角
形を向い合せにした幾何学文を帯状に配す。
高台に圏線を1条廻らす。
内底面に５弁の花を施す。目痕が３個確認できる。

K-10グリッド
礫集中遺構（東）

第15図   10
図版11の10

白磁
皿

口～底
部

12��
2��
��8

灰白色
(�8/)

口縁から底部にかけての資料。
口唇は丸くなり、やや外反する。
外面口縁近くに、素地の亀裂が見られる。
底面は中央に向かい反る形状。
畳付けと外底面中央付近は、露胎となる。

K-10グリッド
礫集中遺構

法量単位：㎝（残存値）

1/1 2019/2/5
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第 表 観察一覧

首里旧金城村跡（山城氏宅）

第７表　本土産陶器観察一覧

挿図番号
図版番号

器種 部位
口　径
器　高
底　径

色　調
素　地

文様・特徴など 出土地点

第16図   １
図版12の１

壺 底部
－

(4�0)
12�4

外面:褐灰色
内面:にぶい黄褐色
素地:褐灰色
　　　　(10YR 5/1)

底部資料、壺と見られる。
外面に箆ナデ調整痕が見られる。外面、灰釉を施釉。釉色より
濃い灰色で、斜め格子の文様が描かれる。外底面も灰釉を施
す。
畳付けと内面は、露胎となる。
素地は芯部が黄褐色、外側は灰褐色のサンドイッチ状。

L-11グリッド
第①層

第16図   ２
図版12の２

壺 底部
－

(2�5)
12��

外面:黒褐色
内面:黒褐色
素地:赤褐色
　　　　(5YR 4/6)

底部資料、壺と見られる。
残存部、内外面施釉。外底面は露胎となる。
内外面ともに、褐色釉が剝落。外面、底部近く、ナデﾞ調整痕が
見られ、稜となる。内面も調整痕が確認できる。

L-10グリッド
第①層（ 0/20）

第16図   ３
図版12の３

急須 口縁部
5��
(4�1)
－

外面:極暗褐色
内面:極暗褐色
素地:赤褐色
　　　　(10R 4/6)

口縁部資料。口縁内部から外面は施釉。
胴部は筒状に上部へ延び、肩部で内側へ曲る形状。
口唇は段を設け蓋受けとなる。
胴部に、円形の剝がれたような痕が見られる。注口の接続部の
可能性がある。
外面肩部に、青色の竹様の文様が施される。また笹の形状で
色が剝がれ落ちた痕が見られる。
内面は無文。

K-10グリッド
礫集中遺構(西)

法量単位：㎝（残存値）

1/1 2019/1/25

－ 33 －



  

 

状

一

 

観察  

 

 

 

 

 

状

 

 状

 

 

 

 

一

 

一

 

 

 

 

状 状

 

 

状  

 状

状 状

 

第８表 観察一覧 

－ 34 －



  

 

状

一

 

観察  

 

 

 

 

 

状

 

 状

 

 

 

 

一

 

一

 

 

 

 

状 状

 

 

状  

 状

状 状

 

第８表 観察一覧 

首里旧金城村跡（山城氏宅）

第８表　沖縄産施釉陶器観察一覧

挿図番号
図版番号

器種 部位
口　径
器　高
底　径

色調 素地 文様・特徴など 出土地点

第17図   １
図版13の１

碗 底部

―
(4.3)
5.4

外面:灰黄褐色
内面:灰黄色褐色

褐灰色
(10YR　5/1)

碗の底部資料である。
内面から外面腰部まで施釉。腰部から外底面は露胎となる。
内底面に砂粒大の付着物が見られる。
釉は発色せず、茶褐色で、艶はない。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第17図   ２
図版13の２

碗 底部

―
(4.0)
5.8

外面:灰白色
内面:灰白色

にぶい黄橙色
（10YR 7/4)

碗の底部資料である。
内外面全体に白化粧を施し、透明釉を施釉。畳付けは露胎
となる。
見込みに蛇の目釉剥ぎを施す。蛇の目際に器物の重ね痕
が確認できる。
内面に貫入が見られる。

K-10グリッド
礫集中遺構

第17図   ３
図版13の３

碗 底部

―
(2.5)
6.4

外面:灰白色
内面:灰白色

にぶい黄橙色
（10YR 7/4)

碗の底部資料である。
内外面全体に白化粧を施し、透明釉を施釉。畳付けは露胎
となるがアルミナの付着が見られる。
見込みに蛇の目釉剥ぎを施す。蛇の目内に器物の重ね痕
が確認できる。
全体に粗い貫入が見られる。

K-10グリッド
礫集中遺構

第17図   ４
図版13の４

急須 注口
11.7
(10.3)

－

外面:黒色
内面:黒色

褐灰色
(10YR　5/1)

大型の急須で、口縁から注口までの資料である。内外面に
黒色釉を施す。口縁の蓋合せ部分は露胎となる。外から内
方向に直径約２cmの孔を設け注口を貼り付ける。把手は同
素材の陶製で幅約4.5cmの帯状。把手は注口直上から反対
側に弧状に張り付けられる。
把手、注口先端は欠損。

K-10グリッド
礫集中遺構(東)

第17図   ５
図版13の５

急須 底部

―
(3.7)
7.3

外面:灰白色
内面:灰白色

淡黄色
(2.5Y　8/3)

急須の底部である。外面は白化粧を施し、呉須の文様を施
文後、外面上部のみに透明釉を施す。文様は下部方向に
垂れ溜まった状態で先端は丸くなる。構図は不明。内面は、
透明釉のみを施釉。底部には三角錐状の脚が３ヶ付くタイプ
である。外底面に器物の溶着が見られる。

K-10グリッド
礫集中遺構

第17図   ６
図版13の６

壺 底部

―
(10.0)
11.2

外面:黒色
内面:にぶい黄橙色

明黄褐色
(10YR　7/6)

形状から壺とした。
下部まで黒色釉を施釉。高台は露胎となる。
内面も露胎である。

K-10グリッド
礫集中遺構

第17図   ７
図版13の７

火炉 底部

―
(7.8)
�.0

外面:黒色
内面:浅黄橙色

浅黄橙色
(10YR　8/3)

胴部は直に腰部まで至り、腰部から高台へ「く」の字状に折
れる形状。
外面の腰部まで、黒色釉を施釉し、それ以下と内面は露胎と
なる。
腰下部に凹線が３条廻る。外面の残存上部に突起が見られ
る。

K-10グリッド
礫集中遺構

法量単位：㎝（残存値）
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首里旧金城村跡（山城氏宅）

第９表　沖縄産無釉陶器・陶質土器・瓦質土器観察一覧

挿図番号
図版番号

種類
器種
部位

口　径
器　高
底　径

色調 文様・特徴など 出土地点

第18図   １
図版14の１

無釉陶器
鉢

口縁部

2�.1
(1.8)
－

外面：明赤褐色
内面：明赤褐色

口縁逆「L」字に折れる形状。
鍔上面の外縁に凹線が１条廻る。
口縁直下に、ヘラ調整痕が見られ、稜線を成す。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第18図   ２
図版14の２

無釉陶器
鉢

底部

―
(4.5)
13.�

外面：明赤褐色
内面：明赤褐色

鉢の底部資料。
外面下部にヘラ調整を施す。外底面にもヘラ調整を施す
が、一部行き届かない。
内面は轆轤成形痕が明瞭。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第18図   ３
図版14の３

無釉陶器
鉢

底部

―
(4.3)
19.3

外面：明赤褐色
内面：明赤褐色

底部と外底面にヘラ調整痕が明瞭に残る。
底面中央部に、打割いた様な形状の孔が見られる。破損
なのか二次使用痕かは不明。

L-９グリッド
第①層（0/20）

第18図   ４
図版14の４

無釉陶器
擂鉢
底部

―
(�.5)
13.�

外面：暗褐色
内面：赤褐色

擂鉢の底部資料。外面は暗褐色を呈する。外面はヘラ調
整を施す。内面には細かいすり目が見られる。内底面に砂
粒などの白色の塊が付着する。

K-10グリッド
礫集中遺構

第18図   ５
図版14の５

無釉陶器
擂鉢
底部

―
(5.0)
10.9

外面：明赤褐色
内面：明赤褐色

擂鉢の底部資料。
外面下部と外底面にヘラ調整を施す。
内面に12本一組と見られるすり目が施される。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第18図   ６
図版14の６

無釉陶器
擂鉢
底部

―
(4.2)
12.0

外面：赤褐色
内面：赤褐色

擂鉢の底部資料。
外面と外底面にヘラ調整を施すが雑。
調整痕は右方向に成される。
内面のすり目は、一組８本以上で施される。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第19図   １
図版15の１

無釉陶器
壺

胴～底部

―
(10.2)
9.3

外面：にぶい黄褐色
内面：灰色

壺の胴部から底部にかけての資料。
外面ナデ調整を施すが雑。底面から約2.5cmの所に明瞭
な調整による稜が見られる。
内面は、轆轤成形痕が明瞭。

K-10グリッド
礫集中遺構（東）

第19図   ２
図版15の２

無釉陶器
壺

底部

―
(3.0)
12.0

外面：赤褐色
内面：赤褐色

壺の底部資料。
外面下部にヘラ調整を施すが、雑でヘラ痕が抉れる。外
底面は未調整。
内面には轆轤痕が見られる。

L-10グリッド
第①層

第19図   ３
図版15の３

無釉陶器
甕

口縁部

32.0
(4.8)
－

外面：暗褐色
内面：暗赤褐色

甕の口縁資料。
破片のため口径は推定である。
口唇幅広で、平坦になる。口縁から直に下へ延びる形状。
外面に凹線が3条廻る。その下に少し間を空けて凸線が１
条確認できる。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第19図   ４
図版15の４

陶質土器
鉢

口縁部

1�.4
(5.5)
－

外面:橙色
内面:橙色
素地:橙色

口縁先端は舌状で、内湾する器形。
丁寧な轆轤成形、調整が施される。
器面は内外共に滑らか。

K-10グリッド
礫集中遺構(西)

第20図   1
図版15の５

瓦質土器
炉

口縁部
－

(5.4)
－

外面：橙色
内面：橙色

平面形は方形になると見られる。
口縁は逆「L」字状に折り曲げ、幅約４cmの平坦面になる。
先端に向かい厚みは狭くなる。約20mmから７mm。
口縁を胴部側に折曲げ、縁を削り調整。折曲げた部分は
撫付けが雑で隙間が見られる。
内面はナデ調整が施される。胴部の厚みはほぼ一定で、
約15mm。
外底面に約幅１cm、長さ3.2cmの方形状凸が見られる。

L-10グリッド
第①層（0/20）

法量単位：㎝（残存値）
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第 表 円盤状製品計測一覧 第 表 円盤状製品観察一覧 
法量：㎝、g

挿図番号
計測番号

種　類 部位 完／破損 長径 短径 厚さ 重さ 出土地

第21図１
計測№６

青花 胴部 完 1�1 1�0 0�4 0�6 L-10グリッド　（20/40）

第21図２
計測№10

沖縄産陶質土器 胴部 完 2�0 2�0 0�4 1�4 K-11グリッド　第①層（20/40）

第21図３
計測№12

沖縄産陶質土器 胴部 完 2�0 1�8 0�4 1�6 L-11グリッド　第①層（40/60）

第21図４
計測№11

沖縄産無釉陶器 胴部 完 2�3 2�2 0�9 5�9 L-10グリッド　第①層（0/20）

第21図５
計測№１

沖縄産陶質土器 胴部 完 2�5 2�2 0�4 2�3 L-10グリッド　第①層（40/60）

第21図６
計測№13

沖縄産無釉陶器 胴部 完 3�5 3�1 1�2 17�4 L-10グリッド　第①層（0/20）

第21図７
計測№14

沖縄産無釉陶器 胴部 完 3�7 3�2 1�1 18�2 L-10グリッド　第①層（0/20）

第21図８
計測№２

瓦 胴部 完 3�6 3�4 1�4 18�2 L-10グリッド　（20/40）

第21図９
計測№３

瓦 胴部 ほぼ完 3�8 3�5 1�3 18�2 L-10グリッド　（20/40）

第21図10
計測№４

沖縄産無釉陶器 胴部 完 3�9 3�8 1�1 18�0 L-10グリッド　（20/40）

第21図11
計測№５

沖縄産無釉陶器 胴部 完 3�9 3�6 1�1 18�9 L-10グリッド　（20/40）

第21図12
計測№８

瓦 胴部 完 4�1 3�9 1�7 30�7 L-10グリッド　第①層（0/20）

第21図13
計測№９

瓦 胴部 完 5�1 4�8 1�3 32�3 K-11グリッド　ドット⑩

第21図14
計測№７

沖縄産無釉陶器 胴部 ほぼ完 5�3 5�2 1�7 66�1 L-10グリッド　第①層（0/20）

第21図15
計測№15

瓦 胴部 ほぼ完 6�2 6�0 1�6 60�9 L-10グリッド　第①層（40/60）

-
計測№18

本土産磁器 胴部 完 2�1 0�6 3�0 L-11グリッド　第①層

-
計測№17

中国産褐釉陶器 胴部
破損
1/2

4�0 0�6 3�8 L-10グリッド　第①層（0/20）

-
計測№20

沖縄産無釉陶器 胴部 完 4�4 1�2 21�8 L-11グリッド　第①層（20/40）

-
計測№2１

沖縄産無釉陶器 胴部 ほぼ完 3�6 0�9 19�3 L-11グリッド　第①層（20/40）

-
計測№16

沖縄産陶質土器 胴部
破損
1/2

2�7 3�1 1�5 L-11グリッド　第①層（40/60）

-
計測№19

沖縄産陶質土器 胴部
破損
1/2

3�6 0�5 5�6 L-10グリッド　（20/40）

第10表　円盤状製品計測一覧

－ 38 －



第 表 円盤状製品計測一覧 第 表 円盤状製品観察一覧 

首里旧金城村跡（山城氏宅）

第11表 円盤状製品観察一覧 法量単位：㎝、ｇ

挿図番号
図版番号

種類 部位 完・破

長　径
短　径
最大厚
重　量

素地 文様・観察など 出土地点

第21図　 １
図版16の１

青花 胴部 完

1.05
1.00
0.4
0.6

灰色
（Ｎ　8/）

青花碗の胴部を利用。外面は呉須による文様が見
られる、構成は不明。
周辺部を打割整形する。
平面形は、円形を呈す。

L-10グリッド
（20/40）

第21図　 ２
図版16の２

陶質土器 胴部 完

2.0
1.�5
0.4
1.4

橙色
（5ＹＲ　6/6）

陶質土器の胴部、湾曲部分を利用。
周辺部を打割整形し、研磨を施す。全体に磨耗し
ている。
平面形は、円形を呈す。

K-11グリッド
第①層（20/40）

第21図 　３
図版16の３

陶質土器 胴部 完

2.0
1.8
0.4
1.6

橙色
（5ＹＲ　6/6）

陶質土器の胴部を利用。
周辺部を打割整形する。全体に磨耗している。
平面形は、ほぼ円形を呈す。

L-11グリッド
第①層（40/60）

第21図　 ４
図版16の４

無釉陶器 胴部 完

2.3
2.2
0.�
5.�

明赤褐色
（2.5ＹＲ　5/6）

無釉陶器の胴部を利用。内面に轆轤調整の痕が
見られる。
周辺部は打割整形する。剝離時の角が残り、整形
は粗い。
平面形は、略方形を呈す。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第21図　 ５
図版16の５

陶質土器 胴部 完

2.5
2.2
0.4
2.3

橙色
（5ＹＲ　6/6）

陶質土器のやや湾曲した胴部を利用。
周辺部を打割整形する。全体に磨耗し、剝離痕も
滑らか。
平面形は、楕円形を呈す。

L-10グリッド
第①層（40/60）

第21図　 ６
図版16の６

無釉陶器 胴部 完

3.5
3.1
1.2
17.4

にぶい赤褐色
（5ＹＲ　4/4）

無釉陶器の胴部を利用。内面に轆轤調整の痕が
見られる。
周辺部を打割整形する。内面際に細かい整形痕が
見られる。
平面形は、楕円形を呈す。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第21図　 ７
図版16の７

無釉陶器 胴部 完

3.7
3.2
1.1
18.2

暗赤褐色
（5ＹＲ　3/3）

無釉陶器の胴部を利用。
周辺部を打割整形する。整形は粗い。
平面形は、略方形を呈す。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第21図　 ８
図版16の８

灰色瓦 胴部 完

3.6
3.4
1.4
18.2

橙色
（5ＹＲ　7/8）

瓦の胴部を利用。
周辺部を打割整形する。
全体に磨耗している。裏面に微かな布目が確認で
きる。
平面形は、ほぼ円形を呈する。

L-10グリッド
（20/40）

第21図　 ９
図版16の９

瓦 胴部 ほぼ完

3.8
3.5
1.3
18.2

明赤褐色
（2.5ＹＲ　5/6）

瓦の胴部を利用。
周辺部を打割整形する。
表面に剝離が見られる。裏面には、布目が確認で
きる。
平面形は、ほぼ円形を呈す。

L-10グリッド
（20/40）

第21図　 10
図版16の10

無釉陶器 胴部 完

3.�
3.8
1.1
18.0

暗赤褐色
（5ＹＲ　3/3）

無釉陶器の胴部、湾曲した部分を利用。
周辺部を打割整形する。裏面に轆轤調整痕が見ら
れる。
平面形は、略方形を呈す。

L-10グリッド
（20/40）

第21図　 11
図版16の11

無釉陶器 胴部 完

3.�
3.6
1.1
18.�

暗赤褐色
（5ＹＲ　3/6）

無釉陶器の胴部を利用。
裏面に轆轤調整痕が見られる。
周辺部を打割整形し、裏面際は細い整形を施す。
平面形は、ほぼ円形を呈する。

L-10グリッド
（20/40）

第21図　 12
図版16の12

瓦 胴部 完

4.1
3.�
1.7
30.7

褐灰色
（7.5ＹＲ　5/1）

瓦の胴部を利用。
周辺部を打割整形する。全体に磨耗している。裏
面に、僅かな布目が確認できる。
平面形は、ほぼ円形を呈す。

L-10グリッド
第①層（0/20）

��� ���������

－ 39 －



第 表 製品観察一覧 

第 表 計測一覧 
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第 表 一覧

第

首里旧金城村跡（山城氏宅）

挿図番号
図版番号

種類 部位 完・破

長　径
短　径
最大厚
重　量

素地 文様・観察など 出土地点

第21図　 13
図版16の13

瓦 胴部 完

5.1
4.8
1.3
32.3

橙色
（5ＹＲ　6/6）

瓦の胴部を利用。
周辺部を打割整形する。剝離が表面にも確認でき
る。裏面に布目が見られる。
平面形は、ほぼ円形を呈す。

K-11グリッド
ドッ

第21図　 14
図版16の14

無釉陶器 胴部 破

5.3
5.2
1.7
66.1

にぶい赤褐色
（5ＹＲ　4/4）

無釉陶器の胴部を利用。
表面に細 が 確認できる。裏面は轆轤整形

が見られる。
周辺部を打割整形する。 た裏面際は、細かい剝
離で、 に調整 れる。
平面形は、ほぼ円形を呈す。

L-10グリッド
第①層（0/20）

第21図　 15
図版16の15

瓦 胴部 ほぼ完

6.2
6.0
1.6
60.�

褐灰色
（7.5ＹＲ　5/1）

瓦の 部を利用。
裏面に布目が明 に残る。
周辺部を打割整形する。表面に大き の剝離が見
られる。 用時のものかは不明。
平面形は、ほぼ円形を呈す。

L-10グリッド
第①層（40/60）

��� ���������

－ 40 －



第 表 製品観察一覧 

第 表 計測一覧 

首里旧金城村跡（山城氏宅）

第13表　玉類・金属製品観察一覧
法量単位：㎝、ｇ

挿図番号
図版番号

種類 器種 完／破
長　さ
厚　さ
重　量

形状・特徴など 出土地点

第22図   １
図版17の１

玉類 小玉 完形
-
-

0.35

石製と見られる資料。
磨面が見られ、平面形状は略三角形状。立面は楕円形と
なる。
色調は赤茶色を呈する。
長径：７ｍｍ、高さ：６mm、孔径：２mmを測る。

L-９グリッド
第①層（0/20）

第22図   ２
図版17の２ 金属製品 簪 破損

9.0
0.27
3.33

簪の屈曲した資料。
頭部の形状は「耳かき形」。竿部は二つに曲がっている。
尻部は欠損し、磨耗している。頭部の幅は3.5mm。
竿部の断面形状は方形。残存の長さを延ばした場合約
10.4cmとなる。

L-10グリッド
（20/40）

第22図   ３
図版17の３ 金属製品 簪 完形

5.3
0.28
3.�5

簪の屈曲した資料。
頭部の形状は「耳かき形」。頭部の幅は3.5mm。
竿部は曲がり、「コ」の字状となる。竿部の断面形は方形
で、先端は尖る形状。長さを延ばした場合約8.5cmとなる。

L-10グリッド
（20/40）

第22図   ４
図版17の４ 金属製品 銭貨 破損

-
-
-

銭貨の約半分残存の資料。
錆や磨耗で文字は辛うじて、「寶」と「永」の一部が確認で
きるため「寛永通寶」と思われる。「寶」の文字の左上縁に
欠けが見られる。裏面は磨耗で郭や縁の段が僅かに残る
のみである。
推定外径：25mm、縁の厚み：1.2mm、郭の厚み：1.15mm、
文字のある所：0.9mm、文字のない所：0.8mmである。

試掘ｐｏｉｎｔ５

第22図   ５
図版17の５ 金属製品 銭貨 破損

-
-
-

銭貨の約1/4残存の資料。
錆や磨耗で文字は判読不能。文字らしき所が僅かに盛り
上がる。推定外径：30mm、縁の厚み：1mm、郭の厚み：
1mm、文字のある所：1.05mm、文字のない所：0.7mmであ
る。
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図版１　遺跡一帯の空中写真（2009 年撮影）

調査区



図版２　調査区の遠景と近隣（首里金城町石畳道）の状況

１段目左 :遠景 (南側から )

４段目右 :近隣の状況（東側から )

３段目右 :石畳道 (南側から )

２段目右 :石畳道 (北側から )

１段目右 :遠景 (南側から )

４段目左 :近隣の状況 (西側から )

３段目左 :石畳道 (北側から )

２段目左 :石畳道 (北側から )



１段目左 :作業状況

２段目左 :作業状況

３段目左 :作業完了

４段目左 :作業完了

１段目右 :作業状況

２段目右 :作業状況

３段目右 :作業完了

４段目右 :作業完了



図版４　調査状況と調査区全景

１段目左 :発掘調査状況

２段目左:調査区全景(西側から)

３段目左 :調査区全景 (東側から )

４段目左 :埋戻作業状況

１段目右 :発掘調査状況

２段目右 :調査区全景 (南側から）

３段目右 :調査区全景 (北側から )

４段目右 :埋戻作業状況



図版５　図面作成作業状況

１段目左 :調査区平面図作成作業状況

２段目左 :層序図作成作業状況

３段目左 :遺構平面図作成作業状況

４段目左 :遺構平面図作成作業状況

１段目右 :調査区平面図作成作業状況

２段目右 :層序図作成作業状況

３段目右 :遺構平面図作成作業状況

４段目右 :遺構断面図作成作業状況



図版６　Ｋ-９・10 グリッド

１段目左 :グリッド全景 (東側から )

２段目左:遺構検出状況 (北側から)

３段目左 :Pit５半裁状況 (北側から )

４段目左 :層序と礫集中遺構半裁状況　

１段目右 :遺物出土状況

２段目右 :層序と Pit 半裁状況 (北側から )

３段目右 :礫集中遺構半裁状況 (東側から )

４段目右:礫集中遺構半裁状況(東側から)
( 北側から )



図版７　Ｋ-11 グリッド

１段目左 :精査作業状況 (南側から )

２段目左:遺構検出状況(西側から)

３段目左:層序と遺構検出状況(南側から)

４段目左 :遺構検出状況 (東側から )

１段目右 :遺物出土状況

２段目右 :遺構検出状況 (西側から )

３段目右 :層序と遺構検出状況 (南側から )

４段目右 :遺構検出状況 (東側から）



図版８　Ｌ-９・10 グリッド

１段目左 :グリッド全景 (北側から )

２段目左 :層序 (西側から )

３段目左 :Pit６検出状況 (西側から )

４段目左:Pit１・２半裁状況(南西側から)

１段目右 :グリッド全景 (西側から )

２段目右 :層序 (北側 )

３段目右 :Pit６半裁状況 (北側から )

４段目右 :遺構検出状況 (西側から )



図版９　Ｌ-11 グリッド

１段目左:層序と遺構検出状況(北側から)

２段目左:層序と遺構検出状況(東側から)

３段目左 :遺構検出状況 (北側から )

４段目左 :遺構検出状況 (東側から )

１段目右 :層序と遺構検出状況 (南側から )

２段目右 :層序と遺構検出状況 (西側から )

３段目右 :層序と遺構検出状況 (南側から )

４段目右 :遺構検出状況 (西側から）



図版 10　（第14図 )　中国産青花 :碗・小碗・皿
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図版11（第15図）　本土産磁器:小碗・碗
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本土産染付:碗

本土産白磁:皿



図版12　(第16図 ) 　本土産陶器 :壺・急須
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図版13(第17図 )　沖縄産施釉陶器 :碗・急須・壺・火炉



図版14(第18図 )  沖縄産無釉陶器①:鉢・擂鉢

　1 　２

　３

　４

　５ 　６



図版15( 第19図 )　沖縄産無釉陶器②:壺・甕    陶質土器：鉢

      ( 第20図 )　瓦質土器：炉
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図版16(第21図 ) 　円盤状製品



図版17(第22図 )　玉類：小玉　　金属製品：簪・銭貨
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那覇市　文化財課

　今回の調査は、個人住宅建築に伴う「首里旧金城村跡」の緊急発掘調査である。調査によっ
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